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ヴ ィク トリア朝女性 の 自立 と結婚 につ いて
‐GeorgeEliotの初 期 の作 品 におい て 一
伏 原 玲 子
〔抄 録〕
ジ ョージ ・エ リオ ッ トの初期の作 品か ら 『アダム ・ビ ー ド』(AdamBede)と『フィー
リクス ・ホル ト』(FelixHolt)をとりあげ、作 品に登場 する女性 たちの生 き方か ら彼女た
ちの 自立 と結婚 の関 わ りを考察 してい く。 『アダム ・ビ ー ト』か らはヘテ ィ ーとポ イ
ザ ー矢 人 を 『フ ィーリクス ・ホ ル ト』か らは トラ ンサム夫人 とエス タを と りあげ る。
いずれ の女性 もヴィク トリア とい う時代 に束縛 され なが ら、そ のなかで葛藤 し、結婚
によって人生 を大 き く左右 される。 さらに、 当時の教 育制度 と女性 の 自立 が どの よう
な関連 があったか を検証す る と共 に、そ の結果 、結婚が女性の生 きる上 で切 実な課題
で あ り、職業 に も相 当す る くらい に重 要 な もの であった こ とを明 らか にす る ことで、





献 した。 しかし、不幸な結婚生活に耐 え忍ぶ女性が決して少なくはなく、結婚 という題材 を扱
った小説を書 くことで、同様の立場におかれた女性の問題を提起することとなった。彼女 自身
は、優れた知性と才能を兼ね備えた女性であったので、結婚か仕事か という選択を迫 られるこ
となしにどちらも両立 しなが らこなすことができた。 しか し、ヴィクトリア時代の女性の地位








実際、当時の傾 きかけた名門の貴族の娘が、 自分 より少し階級の低い経済力のある中流階級へ







使いといった職種 しか見い出せない。このように、女性が職業に就 くことは極めて厳 しい時代
であり、女性が選択できる職業がわずかしか存在 していなかったのが事実である。この ような
時代背景のもとで、女性たちはどのような経緯で結婚 を決断したのか、 またなぜ 自立すること
を断念 したのかということを各小説の登場人物か ら探究 していきたい。
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したのも将来のことを全 く考慮 していなかったからである。 ところが、ヘティーの方は、そう













この ことか ら分 かる ように、ヘ テ ィーは、 アーサ ーを愛 す る気 持 ちか ら彼 と一緒 にな りたい
とい う純粋 な気持 ちか らで はな く、 自分 自身が一生経済 的に安 定 した生活 を送 るための生 涯の
保 障 を手 にす るために結婚 したい と望 んだだけであ った。 農夫の娘で あ り、特別 な教育 も受け
てい ない彼女 に とっては、結婚以外 に 自活す る方法 を見 出す ことはで きなか ったのである。当
時の女性 に とっての一番の 関心事 は、仕 事で もな く、趣味 で もな く、結 婚がすべ てであった。
言い換 えれ ば、特 別 な階級で もな く、特 別 な知性 を持 っていない限 り女性 の生 きてい く道 はか
な り制限 されていた と言え るであろ う。従 ってヘテ ィーが、経済 的自立 を得 るため によ り条件の
整 った結婚 を望んだ として も何 ら非 難 され ることはないはずである。 ヴィク トリア朝 にお いて、
女性の地位 は現代 か らは想像 もつか ないほ ど低い ものであ り、女性が独力 で生 きてい くのは現
代 よ りも遙 かに厳 しい もので あった と推 測 され る。 この ような社 会的背景 のなかで、 ヘテ ィー
の とった行動 について は、非難 され て も仕 方 ない と思 うが、若干17歳の少女 には人生 を独力 で
背負 うにはまだ荷 が重す ぎた のではないだ ろうか。 こ ういった結末 にお いて、 この保守 的なヴ
ィク トリア という時代 に生 まれた女性 たち に対 して同情 の気 持ち を向け ること しか で きない。
時代の変遷 に よって、社会的情勢 だけでは な く、匸女性 の地位 も随分 向上 して きたのは、喜 ば し
い ことで ある。同 じ人間 と して生 まれて も、女性 とい う性 を保有 しているだけで、社会 か ら差
別 され るこ とに疑問 に感 じる。 しか し、長い歴史 においてず っと女性 の地位 が向上 するこ とな
く、女性 たちはあ るが ままの人生 を受け入れて きたのであ った。つ ま り、彼女 たちは、賢明 に
も、 自分 たち をとるべ き道 を運命 の ように受 け とめ、 それ に反対 を唱 える ような能力 を残 念な
が ら持 ち合 わせて はい なか った。ヘ テ ィーは、孤児 とい うハ ンディを克服 するために、 自分の
力で生 きてい こうとは決 して考 えず 、他力本願 で楽 をして贅沢 な暮 らしをす る選択 をしたので
あ る。
さ らに、 ヘテ ィーと同居 中のポイザ ー夫人(ヘ テ ィーの叔母)は 常 々ヘテ ィーの身 を案 じて











このように、何 の財産 もな く、 その上高度 な教育 も受けていないヘ テ ィーの幸福 になる唯一
の可能性 は結 婚す る他 にはなかった と考 えているこ とが分かる。ポ イザ ー夫妻 と同居 しなが ら
ヘ ティーは、女性 として将来必要 な家事手伝 いや子守 とい った仕事 を教 え込 まれたのであ った。
彼女 のような労働者階級 に属す る家庭 で は、教育 を受ける ことよ り家庭 内の実務 を覚 える こと
の方が重要視 され てい た。仮 に女性 が男性 と同等 の知識 をもった な ら、余計 な雑 念が生 じて本
来 の女性 の領 分で ある家庭生活 に支障 をきたす と思 われたか らだ。 また、女性 の意識事体 も何
ら疑 うこともな く、与 え られた道 を素直 に歩 むべ きものだ と信 じられていた。
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この章で は,『フィリークス ・フ ォル ト』(FelixHolt)4)をとりあげて論 じてい きたい。 この作
品 は、1866年に発表 された もので、題名 と同 じフィーリクス ・ホル トを主人公 として、彼 が関
わ る周辺の人 々の生 きざまを描いた もので ある。 トラ ンサ ム夫人 は、 レデ ィーに属す る女性 で、
過去 の秘密 に苦悩 し続 け哀 れな 自尊 心の高 い婦 人 として登 場す る。 ジ ョージ ・エ リオッ トの他
の作 品ではみ られ ない異質 な タイプの女性 として際立って描かれて いる。つ ま り、彼女 は名家
の生 まれに も関わ らず、 明 らかに経済的理 由だけで うだつの上が らない トランサム氏 と愛情 の
ない結婚 を した。 ジ ョージ ・エ リオ ッ トはこの結婚 とい う題材 を小説 中に取 り入れ、 この時代
の読者 の心 を見事 に捉 えた。 一口に結婚 と言 って も幸せな 日々 を過 ごす者 、 また は不幸 で苦 し
む者 などさま ざまなケ ースが描かれ ている。 しか し,FelixHoltにおいて は後者の不幸 な結婚が
と りあげ られてい る。結婚 の動機 が、最初 か ら愛情 が基盤で はな く、経 済的事情 による ものな
ので、生活 を築い てい くとい うお互いの強調性 に も欠ける ことは明 白であろ う。愛情が ない上
に、子供 まで もうけて しまったもののその子供 に対 してす ら、愛情 をもつ ことがで きず にいた。







上記 よ りトラ ンサ ム夫 人の現状 に不満 を抱 きつつ も、 自分 自身の力 ではそれ を打破す る力 を
持 ちあわせて いないのであった。 結局、何 らかの変革 をす るこ ともな く、現状の生活 を続行す
る よ り他 に生 きてい く術 を見 出す ことが で きなかったので ある。 この ことで トランサ ム夫人 に
対 して非難 を浴 びせ た り、 人間性 を疑 った りはで きない。 というのは、 この時代 に女性が 自立
して経済的 な確立 をす るこ とは、大変厳 しい状 況であ ったか らだ。 さらに、 トランサ ム邸 の相





エス タは、立派 な教育 を受け、家庭教 師 としての職 も得 てはいたが、それだ けで は自立す る
には充分で はなか った。 この時点で は、結 婚 を生 きるための経 済的安定 と精神的安定 とを獲得
する手段 と して考 えていた ことが明 らかであ る。当時 の社会 的通 念が、専業主婦や職業婦人 と
い う言葉す ら存在 していなかった ように、結婚す ることは女性 が家庭に入 るとい うことを意 味
していたので あった。生 まれた時 よ り、 暗黙の了解で女性 の幸せ は結婚 にあ るとされて きた中
で、エス タが、 この ような結婚観 を もつ の も当然 の結果 と言え よう。
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次に、一般 的にヴ ィク トリア時代 の女性 に対す る教育が どの ような ものであ ったか を検証 し
なが ら、社会 において、 どの ような女性 が求め られ ていたかを様 々な資料7)をもとに述べ てい
きたい。 まず、19世紀 を代表す る成人教育 とい えば、1820年代 に創始 された メカニ ック ・イ ンス
テ ィテ ユ ー ト8)であった。 この機 関の 目的は労働者階級 の男性 に対 して科学的知識 を普及す る
とところか ら始 まった。つ ま り、職工 たちのため に創始 されたのであ った。最初か ら女性 の教
育 を対象 とは考 えていなかったた め、男性 を中心 に した教育 に女性 は適応 していか なければな
らなか った。 しか し、実際に女性 の入学 が許 されたの は、1830年以降であ った。 さ らに、1851
年に この メカニ ック ・イ ンステ ィテユ ー トの会員 となったのは、男性の会員 に対 して女性 はわ
ずかに9.4%にす ぎなか った。 この結 果か ら当時 の社会 では、女性が男性 よ り劣 った地位 に置 か
れていた こ とが明白であ る。実際 の学 問的な教育が施 されたのは、1852年以降で あ り、 よ うや
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ヴィク トリア朝においては、現代のように女性がキャリアを積めば自立 して生 きていける時
代ではなかったために、随分女性は、忍耐と生 きるために自我を抑え、男性(未 婚時代 は父親
に結婚後は夫)に 対 して尽 くし、一生を終えるというのが一般的な生 き方 とされていた。女性















このような女性の高学歴 に対 して、批判の声も多 く、その理由の一つ として科学や歴史、外国
語 とい う知識をもてば、女性の日常的な家事労働が単純す ぎてできな くなるという懸念か ら、





化 していった。ヴィク トリア朝の女性が、生きてい くために忍耐を強い られた不幸な結婚が同










というのもヴィク トリア時代が、男性に甘 く女性に厳 しい時代であったことは明白であったか
らだ。女性の一生は服従に始まり、服従で終わると言っても決 して過言ではない。男性優位の
社会制度のなかにおいて、女性 は人格をも捨て父親、夫、子供に対 して無償の愛を捧げ、奉仕
することで 自分 自身の立場 を保身することができた。女性が家庭で大 きな役割を果たしていた
ことに男性は、その恩恵を失いかけて初めて悟ったのである。女性 という性の違いだけで、能
力や適正などを無視 して家庭に閉じ込められていたヴィクトリア朝の女性たちが先駆者 となり、
次世代の女性 の立場を高めるために、 さまざまな社会 との葛藤は皮肉にも女性の自立 を促 し、
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そ の結果結婚 に よって手 に入 れた経済的確 立 を自 らの力 で得 るこ とがで きる ように改革 した。
その原因は、封建 的色 合いの強か ったヴ ィク トリア朝 において、男性 が家庭で 自分 の立 場 を優
先 させた いばか りに、女性 を家庭 に縛 り、 自立 させ なか った と言え るの では ない であろ うか。
そ うす ることによ り、女性 は、結婚 とい う狭 い枠 のなかに閉 じ込め られ、他 に特別 な能力 をも
たない限 り、一 人で生 きてい くこ とが で きな った のである。言い換 えれ ば、男性 が 自分の立場
を剥奪 され ないよ うに、女性 を守 る ように見せか けなが ら、 自由 に女性が生 きる権 利を与 えな
かった とも言 えるのであ る。女性が 自立すれ ば自立す るほ ど、男性の立場 は脅 かされる。結婚
が女性 にとって安住 の地で はな くなる ことは、女性 自身 よりももっと男性 に対 して驚異 を与 え
た ことは間違 いないであ ろう。結局、 男性 中心 であった社 会的背景が、結婚 とい う生涯の保証
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